
　

兵
庫
県
明
石
市
で
は
、
職
員

の
持
つ
力
を
最
大
限
に
発
揮
で

き
る
よ
う
、
人
材
育
成
を
主
な

目
的
と
し
た
人
事
評
価
制
度
を

導
入
し
、
計
画
的
か
つ
効
率
的

な
人
材
の
育
成
・
活
用
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

調
査
の
結
果

　

市
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
人

事
評
価
制
度
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と

い
う
大
き
な
目
的
に
向
け
、
職

員
の
意
欲
・
能
力
を
高
め
、
よ

り
良
い
職
場
環
境
が
構
築
さ
れ

る
制
度
と
な
る
よ
う
努
力
す
べ

き
で
す
。

　

三
重
県
名
張
市
で
は
、
住
民

主
体
の
地
域
づ
く
り
組
織
に
対

し
、
ハ
ー
ド
事
業
・
ソ
フ
ト
事

業
を
問
わ
な
い
使
い
道
が
自
由

な「
ゆ
め
づ
く
り
地
域
交
付
金
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
交

付
金
を
活
用
し
、
地
域
の
課
題

解
決
に
向
け
た
事
業
を
自
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

化
が
進
む
中
、
地
域
の
活
動
の

中
心
と
な
る
人
材
育
成
を
目
的

と
し
た
「
名
張
ゆ
め
づ
く
り
協

働
塾
」
を
開
設
し
て
い
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

市
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

一
括
交
付
金
制
度
」
な
ど
に
よ

り
、
地
域
の
自
立
的
な
活
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
が
、
各
地
域

の
現
状
や
課
題
を
的
確
に
把
握

し
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
、

自
主
・
自
立
の
支
援
に
積
極
的

に
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

　

富
山
県
南
砺
市
は
医
師
数
を

増
や
す
と
い
う
対
策
と
は
別
に
、

地
域
住
民
を
教
育
し
、
有
限
な

医
療
資
源
を
有
効
に
利
用
す
る

た
め
「
地
域
医
療
・
地
域
活
性

化
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座
」
を

開
始
し
、
地
域
医
療
に
か
か
わ

る
人
材
育
成
に
着
手
し
て
い
ま

す
。

　

地
域
住
民
に
は
地
域
医
療
の

た
め
に
自
分
た
ち
に
何
が
で
き

る
か
と
い
う
意
識
が
生
ま
れ
、

自
主
的
な
活
動
が
活
発
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
か
ら
、
南
砺
市

の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は

住
民
の
意
識
改
革
が
根
底
に
あ

る
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
関
係
機
関
や
関
係
者
と
の

協
議
検
討
、
継
続
し
た
取
り
組

み
が
力
に
な
る
こ
と
を
改
め
て

確
認
で
き
ま
し
た
。

　

次
に
訪
問
し
た
、
福
井
県
若

狭
町
に
あ
る
、
福
井
県
立
美
方

高
等
学
校
は
、
３
つ
の
町
立
中

学
校
と
の
間
で
連
携
型
の
中
高

一
貫
教
育
が
行
わ
れ
て
お
り
、

中
学
校
で
高
校
教
員
に
よ
る
英

語
・
数
学
の
授
業
を
行
う
ほ
か
、

中
・
高
校
生
の
交
流
を
深
め
る

た
め
、
合
同
で
部
活
動
や
行
事

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

連
携
校
へ
の
入
学
希
望
者
は
、

中
学
２
年
生
の
12
月
に
連
携
ク

ラ
ス
選
考
を
へ
て
、
中
学
３
年

生
か
ら
ク
ラ
ス
分
け
さ
れ
て
お

り
、
入
試
は
面
接
・
作
文
な
ど

の
連
携
入
試
を
受
験
し
て
入
学

し
ま
す
。
ま
た
、
一
般
入
試
に

よ
る
受
験
も
可
能
で
す
。

　

栗
原
市
に
お
い
て
も
、
特
色

の
あ
る
学
校
づ
く
り
の
一
つ
と

し
て
、
栗
原
市
ら
し
い
、
中
高

一
貫
教
育
な
ど
の
教
育
形
態
を

模
索
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

市
の
下
水
道
事
業
で
は
施
設

等
の
長
寿
命
化
を
柱
と
し
た
経

営
効
率
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
香
川
県
高
松
市
を
視

察
し
ま
し
た
。
高
松
市
下
水
道

事
業
で
は
、
下
水
処
理
過
程
で

発
生
し
た
汚
泥
を
原
料
と
し
て

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
行
い
、
売

電
に
よ
る
収
入
増
加
・
経
営
の

効
率
化
を
図
る
な
ど
先
進
的
な

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
処
理
汚
泥
を
資
産
と
考

え
、
積
極
的
な
活
用
の
検
討
や
、

環
境
配
慮
へ
の
取
り
組
み
の
方

策
と
し
て
、
研
究
す
る
価
値
の

あ
る
事
業
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
「
栗
原
市
中
小
企

業
振
興
条
例
」
の
具
体
的

な
施
策
を
調
査
す
る
た
め
、

愛
媛
県
松
山
市
の
事
業
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

松
山
市
の
中
小
企
業
振

興
施
策
は
、「
産
・
学
・
官
」

の
連
携
に
よ
る
中
小
企
業

振
興
円
卓
会
議
」
を
設
置

し
、
市
の
施
策
の
調
査
や

効
果
的
な
施
策
の
提
案
を

行
う
ほ
か
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
や
金
融
機
関
と

の
連
携
な
ど
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

構
築
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
の
担
当
者
が
興

味
の
あ
る
各
バ
イ
ヤ
ー
の
ブ
ー

ス
に
集
ま
る
「
逆
商
談
会
」
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
３
０
０
件

中
40
件
の
商
談
が
成
立
す
る
な

ど
の
効
果
が
現
れ
ま
し
た
。

　

本
市
の
中
小
企
業
振
興
で
は
、

今
後
目
標
年
次
を
定
め
た
具
体

的
な
施
策
を
展
開
す
る
た
め
の

計
画
の
策
定
が
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。
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人
事
評
価
は
人
材
育
成
型

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と

連
携
型
中
高
一
貫
教
育
を
調
査

下
水
道
汚
泥
処
理
事
業
と

中
小
企
業
振
興
施
策
を
調
査

総  務

産業建設

文教民生

8/22 ～ 24

10/17 ～ 19

10/11 ～ 13

地
域
交
付
金
は

使
い
道
が
自
由

高松市のバイオマス発電事業を調査

福井県立美方高校を訪問

明石市の人事評価制度を視察



　

市
の
洪
水
・
土
砂
災
害
や
火

山
噴
火
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作

成
状
況
や
自
主
防
災
組
織
の
防

災
備
品
、
防
災
指
導
員
の
活
動

な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど

の
作
成
は
、
地
形
や
過
去
の
被

災
状
況
な
ど
を
十
分
に
考
慮
し

な
が
ら
、
災
害
発
生
時
に
住
民

に
と
っ
て
実
際
に
役
立
つ
も
の

と
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
各
地
域
の
自
主
防
災

組
織
に
お
い
て
、
活
動
の
中
心

と
な
る
防
災
指
導
員
の
担
い
手

の
確
保
や
育
成
が
更
に
進
む
よ

う
、
今
後
も
積
極
的
な
働
き
か

け
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

市
の
地
域
公
共
交
通
の
現
状

と
今
後
の
計
画
な
ど
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
。
市
は
、
平
成

29
年
度
中
に
地
域
公
共
交
通
再

編
実
施
計
画
の
作
成
を
進
め
て

お
り
、
住
民
や
事
業
者
な
ど
の

意
見
を
聴
き
な
が
ら
、「
使
い

や
す
く
、
持
続
可
能
な
公
共
交

通
網
」
の
確
立
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

調
査
の
結
果

　

高
齢
化
が
進
み
、
自
ら
車
の

運
転
が
で
き
な
い
住
民
の
生
活

の
足
を
い
か
に
確
保
す
る
か
は
、

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
バ

ス
や
デ
マ
ン
ド
交
通
の
ほ
か
タ

ク
シ
ー
の
活
用
な
ど
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
実
効
性
あ
る
も

の
と
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

北
海
道
栗
山
町
議
会
で
は
、

議
会
中
継
や
情
報
公
開
な
ど
に

よ
る
透
明
性
の
確
保
、
全
国
２

例
目
と
な
る
議
会
報
告
会
の
開

催
な
ど
、
議
会
改
革
に
取
り
組

み
な
が
ら
、
平
成
18
年
５
月
に

全
国
に
先
駆
け
議
会
基
本
条
例

を
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

条
例
制
定
後
に
お
い
て
は
、

定
期
的
に
検
証
を
行
い
、
議
会

改
革
推
進
会
議
、
議
会
モ
ニ
タ

ー
や
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
の

新
た
な
制
度
を
導
入
し
、
議
会

の
権
能
を
最
大
限
に
発
揮
す
る

こ
と
に
努
め
な
が
ら
、
主
権
者

　

市
民
が
読
み
や
す
く
、
わ
か

り
や
す
い
、
親
し
ま
れ
る
広
報

の
紙
面
づ
く
り
、
早
期
発
行
に

関
す
る
先
進
事
例
を
調
査
し
ま

し
た
。

　

利
府
町
議
会
「
り
ふ
議
会
だ

よ
り
」
は
、
平
成
28
年
度
町
村

議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
あ
き
る
野
市
議
会
の

「
ギ
カ
イ
の
時
間
」
は
、
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
市
民

が
読
み
た
く
な
る
広
報
と
す
る

た
め
検
討
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

利
府
町
議
会
で
は
議
会
の
審

議
結
果
だ
け
で
な
く
、
経
過
と

内
容
を
わ
か
り
や
す
く
、
正
確

に
住
民
へ
伝
え
る
広
報
を
目
指

し
、
議
会
を
傍
聴
し
な
い
住
民

に
傍
聴
し
た
こ
と
と
同
程
度
の

情
報
提
供
す
る
こ
と
を
使
命
と

し
て
い
ま
す
。
要
点
を
と
ら
え

た
文
章
や
見
出
し
、
文
字
の
大

き
さ
や
余
白
の
使
い
方
な
ど
、

常
に
読
者
目
線
で
住
民
が
読
み

や
す
い
よ
う
に
工
夫
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

あ
き
る
野
市
議
会
で
は
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
受
け
て
、

毎
号
特
集
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
様

々
な
年
代
や
職
種
の
方
々
の
取

材
を
行
う
な
ど
、
多
く
の
市
民

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
紙

面
づ
く
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

行
政
用
語
は
「
通
じ
る
言
葉
」

に
変
え
て
、
わ
か
り
や
す
く
し
、

写
真
や
読
み
や
す
い
文
量
で
親

し
み
や
す
い
文
章
構
成
に
努
め
、

統
一
感
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
で
し

た
。

　

両
議
会
と
も
限
ら
れ
た
紙
面

の
中
で
住
民
に
わ
か
り
や
す
い

紙
面
構
成
に
工
夫
を
凝
ら
し
て

お
り
、
栗
原
市
議
会
だ
よ
り
の

編
集
に
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
学
ん
だ
編
集
技
術
を

参
考
に
わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

で
あ
る
住
民
を
常
に
意
識
し
た

議
会
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

栗
原
市
議
会
で
は
、
平
成
23

年
12
月
に
議
会
基
本
条
例
を
制

定
し
、
そ
の
後
、
条
例
の
目
的

が
達
成
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
の

具
体
的
な
検
証
が
実
行
さ
れ
な

い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
お
り
、

平
成
29
年
９
月
定
例
議
会
に
お

い
て
、「
栗
原
市
議
会
の
あ
り

方
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置

し
、
議
会
基
本
条
例
、
議
会
運

営
の
諸
課
題
を
含
め
た
議
会
活

動
全
般
に
つ
い
て
検
証
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
検
証
に
あ
た
っ
て

は
、
他
市
町
村
議
会
の
先

進
的
な
事
例
も
参
考
と
し
、

住
民
参
加
、
情
報
公
開
、

議
員
の
説
明
責
任
を
軸
と

し
な
が
ら
、
住
民
に
信
頼

さ
れ
、
時
代
に
即
応
し
た

議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

絶
え
ず
探
求
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
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ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
は

過
去
の
被
害
状
況
を
考
慮

議
会
広
報
発
行
に
係
る

編
集
方
針
、
編
集
方
法

及
び
留
意
点
に
つ
い
て

議
会
基
本
条
例
の
検
証
と

議
会
改
革
の
取
組
み
を
調
査

所管事務調査

総務
１１/１３

11/6 ～ 7

10/24 ～ 25

議会運営

広報編集

住
民
生
活
の
足
の
確
保

地
域
の
実
情
に
応
え
て

北海道栗山町議会

一迫地区のふれあいタクシー情報センター

利府町議会


